
2022年６月期 第１四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
2021年11月５日

上 場 会 社 名 株式会社ユビテック 上場取引所 　 東

コ ー ド 番 号 ６６６２ URL https://www.ubiteq.co.jp/

代 表 者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)大内 雅雄

問合せ先責任者 (役職名)グループ管理部長 (氏名)手塚 佑介 (TEL)03(5447)6731

四半期報告書提出予定日 2021年11月５日 配当支払開始予定日 －

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無

四半期決算説明会開催の有無 ： 無

(百万円未満切捨て)

１．2022年６月期第１四半期の連結業績（2021年７月１日～2021年９月30日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

　

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年６月期第１四半期 248 △42.6 △61 － △60 － △50 －

2021年６月期第１四半期 432 20.4 △10 － △9 － △166 －

(注)包括利益 2022年６月期第１四半期 △50 百万円 ( －％) 2021年６月期第１四半期 △166 百万円 ( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年６月期第１四半期 △3 41 －

2021年６月期第１四半期 △11 37 －

(注)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の期首か

ら適用しており、2022年６月期第１四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっ

ております。

（２）連結財政状態
　

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年６月期第１四半期 3,002 2,816 92.2

2021年６月期 3,152 2,867 89.5

(参考) 自己資本 2022年６月期第１四半期 2,769 百万円 2021年６月期 2,819 百万円

(注)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の期首か

ら適用しており、2022年６月期第１四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっ

ております。

２．配当の状況
　

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年６月期 － 0 00 － 0 00 0 00

2022年６月期 －

2022年６月期(予想) 0 00 － 0 00 0 00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2022年６月期の連結業績予想（2021年７月１日～2022年６月30日）
2022年６月期の業績予想につきましては、現時点で合理的に算定することが困難であることから、未定といたします。

今後、業績予想の算定が可能となった時点で速やかに開示いたします。※詳細は、添付資料３ページ「１．当四半期決

算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 －社、除外 －社

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
　

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(注)詳細は、添付資料P.８「２.四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会

計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年６月期１Ｑ 14,791,600株 2021年６月期 14,791,600株

② 期末自己株式数 2022年６月期１Ｑ －株 2021年６月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年６月期１Ｑ 14,791,600株 2021年６月期１Ｑ 14,645,800株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ
「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、依然として新型コロナウイルス感染症拡大の影響が続いてい

る中、政府主導の各種政策やワクチン接種の普及により経済活動は徐々に再開され、景気回復への期待が高まって

いるものの、2021年７月には４度目の緊急事態宣言が出されるなど、景気の先行きについては依然として不透明な

状況が続いております。

このような状況の中で、当社グループは当連結会計年度を初年度とする４カ年の中期経営計画「ユビテック4.0」

を策定いたしました。本中期経営計画ではIoTテクノロジー×AI・データ活用＋外部サービス連携でお客さまの企業

経営と生活を支え、新たな社会常識を創造するイノベーションカンパニーへの成長を目指すことを経営ビジョンと

して掲げており、顧客ニーズと社会変化に対応してサービスの価値創造を続ける、持続的かつ可変的なビジネスモ

デルへと変革すべく、各種施策に取り組んでおります。

　当第１四半期連結累計期間における主な活動といたしましては、新型コロナウイルス感染拡大の防止策を徹底し

つつ、カーシェア車載機の後継機の開発に着手したほか、安全衛生支援サービス「Work Mate」及び製品不良改善サ

ービス「D-COLLECT」のブラッシュアップやWEBマーケティング及びウェビナーなどによる情報発信を通じて、新規

顧客の獲得に向けた販促活動に積極的に取り組んでおり、「Work Mate」につきましては、工場・建設現場を中心に

導入件数は増加しており業績に寄与しております。加えて、中期経営計画で新たに注力分野として位置付けたモビ

リティー事業及びエネルギー事業におけるビジネス開発を推進することを目的とした新規事業開発部を新設し、オ

リックスグループとも連携しながら新たなビジネスチャンスの創出に向けた取り組みを開始いたしました。

当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は248百万円（前年同四半期比42.6％減少）、営業損失

は61百万円（前年同四半期は営業損失10百万円）、経常損失は60百万円（前年同四半期は経常損失９百万円）、親

会社株主に帰属する当期純損失は50百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する当期純損失166百万円）となりま

した。

なお、当第１四半期連結会計期間より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31

日）等を適用しております。このため、前年同期比較は基準の異なる算定方法に基づいた数値を用いております。

詳細につきましては、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計

方針の変更）」をご参照ください。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

　ＩｏＴ事業

ＩｏＴ事業は、Work Mateにつきましては積極的な販促活動の効果もあり、前年同四半期比で増収となりました

が、テレマティクス車載機の出荷が前年第２四半期から停止している影響により、売上高は大きく減少し、利益面

においても前年同四半期を下回り、セグメント損失を計上することとなりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は90百万円（前年同四半期比52.0％減少）、セグメント損失は14

百万円（前年同四半期はセグメント利益13百万円）となりました。

　

　製造受託事業

製造受託事業は、紙幣鑑別センサモジュールがキャッシュレス化の影響を大きく受けていることから、売上高、

セグメント利益とも前年同四半期比で減収減益となりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は92百万円（前年同四半期比47.9％減少）、セグメント利益は14

百万円（前年同四半期比49.4％減少）となりました。

　開発受託事業

開発受託事業は、子会社のユビテックソリューションズにおいて、既存の開発案件が縮小傾向にある一方で、新

規やスポット案件を獲得したこと等により、セグメント全体としては売上高、セグメント損失とも前年同四半期と

同程度の実績となりました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は65百万円（前年同四半期比2.2％減少）、セグメント損失は９百

万円（前年同四半期はセグメント損失６百万円）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産の状況）

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は3,002百万円となり、前連結会計年度末から149百万円減少しておりま

す。主な内容としましては、現金及び預金が114百万円、受取手形、売掛金及び契約資産が29百万円減少しておりま

す。

（負債の状況）

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は185百万円となり、前連結会計年度末から99百万円減少しております。主

な内容としましては、未払金が101百万円減少しております。

（純資産の状況）

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は2,816百万円となり、前連結会計年度末から50百万円減少しておりま

す。主な内容としましては、親会社株主に帰属する四半期純損失50百万円の計上によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社グループは中期経営計画として、2025年６月期に連結売上高30億円、連結営業利益３億円の達成を目標に掲げ

ており、これを実現するため、「Work Mate」及び「D-COLLECT」のさらなる拡販に注力するとともに、オリックスグ

ループとも連携しながら新たなビジネス開発を進めてはいるものの、2022年６月期の業績予想につきましては、現時

点においては信頼性の高い数値を合理的に算出することが困難な状況であることから未定とし、記載しておりませ

ん。今後、連結業績予想の算定が可能となった時点で、速やかに開示いたします。

　なお、新型コロナウイルス感染症拡大による当社業績への影響につきましては現時点では限定的ですが、今後につ

きましては感染再拡大、原材料価格の高騰、半導体等の部材不足による生産面への影響など、不確定要素やリスク要

因が複数存在していると認識しております。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,532,444 2,417,449

受取手形、売掛金及び契約資産 249,196 219,630

製品 57,328 45,533

仕掛品 3,102 1,402

原材料及び貯蔵品 40,482 42,616

その他 45,851 47,751

貸倒引当金 △266 △256

流動資産合計 2,928,139 2,774,129

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 65,217 65,217

減価償却累計額 △27,141 △28,151

建物及び構築物（純額） 38,075 37,065

工具、器具及び備品 246,325 257,315

減価償却累計額 △188,746 △194,699

工具、器具及び備品（純額） 57,578 62,616

建設仮勘定 440 440

有形固定資産合計 96,093 100,121

無形固定資産

その他 89,553 89,065

無形固定資産合計 89,553 89,065

投資その他の資産

繰延税金資産 2,928 5,098

その他 35,290 34,234

投資その他の資産合計 38,219 39,332

固定資産合計 223,866 228,520

資産合計 3,152,005 3,002,649
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 31,725 41,789

電子記録債務 47,566 29,697

未払金 119,716 18,339

未払法人税等 1,083 2,825

賞与引当金 1,687 6,751

製品自主回収関連損失引当金 8,326 7,411

在庫引取損失引当金 30,419 29,916

その他 25,408 29,985

流動負債合計 265,934 166,717

固定負債

退職給付に係る負債 19,002 19,002

繰延税金負債 23 23

固定負債合計 19,025 19,025

負債合計 284,959 185,743

純資産の部

株主資本

資本金 941,473 941,473

資本剰余金 655,375 655,375

利益剰余金 1,222,725 1,172,693

株主資本合計 2,819,575 2,769,542

新株予約権 14,876 14,876

非支配株主持分 32,594 32,487

純資産合計 2,867,045 2,816,906

負債純資産合計 3,152,005 3,002,649
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年７月１日
　至 2020年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年７月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 432,438 248,273

売上原価 349,831 206,795

売上総利益 82,606 41,477

販売費及び一般管理費 92,702 102,489

営業損失（△） △10,095 △61,011

営業外収益

受取利息 93 17

為替差益 8 －

固定資産売却益 － 88

生命保険配当金 351 392

その他 19 18

営業外収益合計 472 516

営業外費用

為替差損 － 3

その他 2 2

営業外費用合計 2 5

経常損失（△） △9,625 △60,500

特別利益

棚卸資産売却益 － 9,462

特別利益合計 － 9,462

特別損失

製品自主回収関連損失引当金繰入額 159,000 －

在庫引取損失引当金繰入額 － 346

特別損失合計 159,000 346

税金等調整前四半期純損失（△） △168,625 △51,384

法人税、住民税及び事業税 617 1,293

法人税等調整額 △2,520 △2,170

法人税等合計 △1,902 △876

四半期純損失（△） △166,723 △50,508

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △185 △107

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △166,537 △50,401
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年７月１日
　至 2020年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年７月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純損失（△） △166,723 △50,508

四半期包括利益 △166,723 △50,508

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △166,537 △50,401

非支配株主に係る四半期包括利益 △185 △107
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

収益認識に関する会計基準等の適用による主な変更点は以下のとおりです。

・請負契約の進捗部分について、従来、成果の確実性が認められる請負契約については工事進行基準を、その他

の請負契約には検収基準を適用しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より、一定の期間にわたり充足

される履行義務については、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度に基づき収益を一定期間にわ

たり認識する方法に変更しております。なお、少額又は期間がごく短い請負契約については、完全に履行義務

を充足した時点で収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収

益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従っ

てほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計

基準第86項また書き(1)に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更に

ついて、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を当第１四半期

連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は5,367千円、売上原価は3,735千円増加し、営業損失、経常損失

及び税金等調整前四半期純損失はそれぞれ1,631千円減少しております。また、利益剰余金の当期首残高は369千円

増加しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、当第1四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示してお

ります。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示

方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号

2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第１四半期連結累計期間に係る顧客との契約から

生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2020年７月１日 至 2020年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注) 1

四半期連結損益
計算書計上額

(注) ２ＩｏＴ事業 製造受託事業 開発受託事業 計

売上高

外部顧客への売上高 187,702 177,582 67,154 432,438 － 432,438

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

－ － － － － －

計 187,702 177,582 67,154 432,438 － 432,438

セグメント利益又は損失
（△）

13,982 27,702 △6,118 35,566 △45,662 △10,095

(注)１．セグメント利益又は損失の調整額△45,662千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△45,662千

円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　 ２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2021年７月１日 至 2021年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注) 1

四半期連結損益
計算書計上額

(注) ２ＩｏＴ事業 製造受託事業 開発受託事業 計

売上高

外部顧客への売上高 90,083 92,539 65,649 248,273 － 248,273

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

－ － － － － －

計 90,083 92,539 65,649 248,273 － 248,273

セグメント利益又は損失
（△）

△14,228 14,014 △9,682 △9,896 △51,115 △61,011

(注)１．セグメント利益又は損失の調整額△51,115千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△51,115千

円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　 ２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（会計方針の変更）に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認

識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の「ＩｏＴ事業」セグメントの売上高は1,559千

円増加、セグメント損失は799千円減少、「製造受託事業」セグメントの売上高は869千円増加、セグメント利益は136

千円減少、「開発受託事業」セグメントの売上高は2,938千円増加、セグメント損失は968千円減少しております。

　


